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１．はじめに 

 大門寺南橋は大阪府と京都府を結ぶ茨木亀岡線主要地方道に架橋したものである。安威川ダム建設に伴い

延長約 5.4km 区間における府道の付替工事橋梁である。本工事の主桁自重は 330ｔで主桁架設には抱込式 2

組桁架設を採用した。左右の両橋台に設置した特殊ベント上でＰＣ桁を架設桁と共に一括横取りできる機材

を設置とすることにより，路下に大型水路と交差道路あり，桁横取用ベント設置スペースなし，ゴルフ場と

の用地境界が近接などの制約条件を克服した。また，本稿では，15 個のセグメントで構成させる主桁の地

上接合や緊張時の工夫について紹介する。 

２．工事概要 

２．１ 橋梁概要 

本橋の橋梁緒元を表-１に，構造一般図を図-1，2に示す。 

表-1 橋梁緒元 

 

 

活 荷 重：Ｂ活荷重 

橋   長：50.5ｍ 

桁   長：50.3ｍ 

支 間 長：49.1ｍ 

総 幅 員：22.467ｍ～22.800ｍ 

平面線形：Ｒ=∞～Ａ=300ｍ 

縦断勾配：6.0％ 
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工 事 名：主要地方道茨木亀岡線橋梁上部工事

（大門寺工区その１） 

工事場所：大阪府茨木市大字大門寺地内 

発 注 者：大阪府安威川ダム建設事務所 

施 工 者：川田建設株式会社 大阪支店 

工   期：平成20年11月～平成22年6月 

構造形式：ＰＣ単純Ｕ形コンポ橋 
道路規格：第3種第2級 
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 主桁材料 

に主桁に使用した材料を示す。 

リ－ト ：σck=60Ｎ/mm2 ，ＰＣ鋼

筋   ：ＳＤ345 

 施工順序 

に施工順序をフローチャートで示す。

図-3 施工順序 
図-2 主桁断面図 

材：12Ｓ15.2（内，外ケーブル） 
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写真-１ 制約条件 
写真-2 Ａ2 背面軌条(終点側より起点側を見る)



平

３．架設工法・接合・緊張時の工夫 

３．１ 制約条件 

本橋の施工に際しては，以下に示す制約があった。 

路下に大型水路が斜走する（図-1，写真-1）。②路下に供用中の交差道路を有する（図-1，写真-1）。③Ａ

1・Ａ2 橋台前への主桁横移動用のベント設置が困難となり，別途対策が必要である（写真-1）。④本工事

用地制約と左右隣接工区工事のために用地境界とゴルフ場の管理棟が隣接し，ベンドなどの機材搬入・搬出

は困難である（写真-1）。⑤Ａ2 背面セグメント組立軌条ヤードの載荷可能範囲幅は，補強土壁への荷重制

限のために 13ｍ以内である（写真-1，2）。 

 

３．２ 架設桁・主桁組立ヤード計画 

組立ヤードは，連続補強土壁間の埋戻し盛土上に設

置することから，地耐力確認を行い，ヤードの整地，

A2 ベントの設置を行った。その後，載荷可能範囲(70

ｍ×13ｍ)に軌条を設置した（写真-2）。この範囲は，

補強土壁の許容値から定められた載荷制限幅である。

また，ヤードの縦断勾配は当初計画では 3.0％であっ

たが，本工事では 15 ブロック/桁を有するため，接合

時と架設時の安全性を考慮し，水平の軌条勾配とした

（写真-2）。 

写真-3 A2 ヤード入り口に荷取門構設置（30tf 吊）３．３ 大型ベント，仮支柱，短い手延べの採用 

制約条件③および主桁の横取りを考慮して橋台上橋壁(パラペット)施工箇所にベントを設置した。架設時

荷重を直接橋台で受ける大型ベント構造としたことにより，橋台前面のベント設置は不要とした（写真-1）。

架設桁組立時には A1 背面に大型重機の搬入が困難（搬入路無し）であったため，径間内に仮支柱を設置す

ることにより架設桁引出し支間を短くした。A1 側の補強土壁工事に配慮し，短い手延べ（長さ 6.5ｍ）で

A1側隣接工上空を侵さないように配慮した（写真-1）。 

３．４ 荷取り門構の設置 

架設桁・主桁組立ヤードへのトラッククレーンの出入りおよび隣接工区への工事車両通行障害を無くすこ

とを目的に定置式荷取り門構を設置し，架設桁・セグメント荷下し用機材とした（写真-3）。 

３．５ 架設桁の搬入・組立・架設（2組桁） 

架設桁の搬入・組立は，ヤード制約範囲(70ｍ×13ｍ)を有効に使用するため，１組桁ずつ 2回に分けて行

った。ＰＣ桁自重（330ｔ/桁）を架設するために必要な抵抗モーメントは約 3000tm である。そのため

H=2.5ｍのボックスガーダーを 2 組使用して抵抗モーメントを確保した。架設桁ブロックの組立においては

引出軌条に配置された送り台車に載せ，後方に順次継足して A2 から A1 側に送り出しながら行った。橋台上

の所定位置までの縦移動は，油圧モーター台車を用いて行った。横取りはＰＣ桁を架設桁と共に一括横取り

を行うため，横取り台車に 200ｔチルタンク（4台/片側）を使用した。これは，横移動時の座屈防止のため

リブ補強した H400 の上を横移動できる安全性に配慮した構造としたものである（写真-7，8 ＰＣ桁架設）。 

３．６ セグメントの搬入・接合・緊張・ＰＣ桁架設 

（１）セグメントの搬入・接合 

主桁は 15 個/桁のセグメントで構成されている。接合に用い

る接着剤の可使時間と接合セグメント数の関係により，１日当

たり接合を 5 セグメントとし, 外ケーブルダクトを利用して総

ネジＰＣ鋼棒で 5 セグメント毎に引寄せ緊張を行った(写真-4，

5，6)。 
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写真-4 セグメント搬入（最大 24.5tf）
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写真-5 セグメント地上接合 写真-6 セグメント接合（15 個全景） 

２）主桁の緊張（本緊張：内ケーブル） 

5 セグメント毎の引寄せ緊張後，一次緊張用の内ケーブル

（15 本）挿入・緊張することにより 15 個のセグメントを

合した（本緊張完了）。内ケーブルの緊張作業は，ねじり

性の小さいＵ型断面に配慮して主桁本体への偏心荷重を与

ないように，4 台(片側 2 台)の緊張ジャッキを用いて左右

時に行った(図-4)。 

３）ＰＣ桁架設（抱込み 2組桁架設） 

ＰＣ桁（330ｔ/桁）を自走台車にて軌条上で引出す抱込み

設を行った。また，主桁は開断面であるため，架設時主桁

ねじれに対する安全度を FEM 解析での事前検討結果を踏ま

て補強対策を実施し，施工時の安全性を確保して本工事を

った（写真－7,8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－7 架設桁と共にＰＣ桁横移動（抱込み） 写真－8 

 

．おわりに 

本橋の開通により，近隣の方々の利便性が向上することを期待

れば幸いである。 
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200ｔ 横

する。本稿
図-4 左右同時緊張 

移動台車（各架設桁下に 2台）

が同種工法の橋梁工事の参考に


